
 

 

 

④  高坂ダム 

 

【メモ】 

河川総合開発事業により、洪水調節と発電を目的とする多目的ダムとして、昭和

38 年 4 月に着手し、総事業費約 16 億円を投じ、昭和 41 年 12 月にダム本体と大

沢川発電所工事が完了、昭和 42 年 1 月より発電を開始し、現在に至る。 

 高坂ダム計画洪水波は、昭和 36 年 6 月 25 日洪水波を基本として決定され、ダ

ム地点の計画高水流量 610 ㎥/sec を 200 ㎥/sec に減少させる。 

 流入量が 200 ㎥/sec に達したときより洪水調節を開始し、最大 200 ㎥/sec の

放流を行い、流入量との差を貯留する一定放流の洪水調節方式である。 

 この洪水調節により、鮭川真木地点の流量を 3,600 ㎥/sec から 3,300 ㎥/sec

に低減させる。 

【高坂ダムパンフレット(高坂ダム管理課)より】 

※大沢川発電所パンフレット(山形県企業局)・ 

高坂ダムパンフレット(高坂ダム管理課)より 


